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幼児の就寝時刻と両親の帰宅時刻並びに
降園後のテレビ・ビデオ視聴時間との関連性
服部伸一九足立 正2)
〔論文要旨〕
幼児の就寝時刻と両親の帰宅時刻，通勤時間，夕食開始時刻，さらには，降園時以降のテレビ・ビデ
オの視聴時間との関連について明らかにするために 保育所に通所する 3歳から 5歳の幼児を持つ保護
者138名を対象として 生活時間調査を実施した。
その結果，幼児の就寝時刻と夕食中および夕食後から就寝までのテレビ・ビデオの視聴時間との間に
正の相関関係が認められた。両親の通勤に関わる勤務状況との関連については 母親の通勤時聞が長い
ほど，また，母親の帰宅時刻並びに夕食開始時刻が遅いほど幼児の就寝時刻も遅くなっていた。
以上より，夕食中および夕食後から就寝までのテレビ・ビデオの視聴時間を調整することにより，幼
児の就寝時刻を早められる可能性が示唆された。さらに，幼児の就寝時刻には，母親の帰宅できる時間
的条件並びに夕食開始時刻が関与することが明らかとなり，子育て期におけるゆとりある育児時間の確
保が課題となることが指摘された。
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しはじめに
平成12年度に実施された日本小児保健協会の
「幼児健康度調査Jl)によれば，午後10時以降に
就寝する小児の割合は，昭和55年値および平成
2年値と比較し， 3歳児 (22%→36%→52%)， 
4歳児(13%→23%→59%)，5・6歳児(10%
→17%→40%) となり，生活の夜型化が進行し
ていることがわかる。ベネッセ教育開発研究セ
ンターによる2005年3月の調査2)では，幼児の
就寝時刻はやや早くなり，わずかながら改善方
向にはあるものの 依然として遅寝の傾向には
変わりはない。
これまでの先行研究において，親の就寝時刻
が子どもの就寝時刻に関与することについて
は，詳細な検討がなされている 3)4)。また， 1 
日のテレビ視聴時間の長さは 幼児の睡眠習慣
の形成に対して負の相関関係が認められること
が指摘されている九しかし，幼児の睡眠習慣
に直接影響すると思われる両親の通勤に関わる
勤務状況並びに降園時以降のテレビ・ビデオ視
聴との関連については，未だ十分に明らかにさ
れていない。
そこで，本研究では，幼児の就寝時刻と両親
の帰宅時刻，通勤時間，夕食開始時刻，さらに
は，降園時以降のテレピ・ビデオの視聴時間と
の関連について明らかにすることを目的として
調査を行ったので報告する。
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l.方法
1. 調査対象と分析方法
平成17年 6~7 月に 岡山県内における私立
保育所 2園に通所する 3歳から 5歳の幼児を持
つ保護者138名を対象として 機縁法による質
問紙調査を実施した。その結果， 109名(回収
率79.0%)の回答を得 欠損値のある回答を除
く107名を分析対象とした。対象児の内訳につ
いて，性別は男児56名 (52.3%)，女児51名
(47.7%) となり，年齢別の人数は 3歳児46名
(43.0%)， 4歳児48名 (44.9%)， 5歳児13名
(12.1%)であった。
調査項目としては 基本的属性(回答者，年
齢，性別，兄弟数，祖父母との同居の状況)， 
直近の平日 5日間における平均的な睡眠状況
(起床時刻・就寝時刻)およびテレビ・ビデオ
の視聴時間(起床から登園時まで，降園後から
夕食前まで，夕食中，夕食後から就寝まで，総
時間)，両親の通勤に関わる勤務状況(帰宅時刻，
通勤時間)および夕食開始時刻等を選択した。
データの集計・分析には Excel統計および
SPSS (ver .13) を使用し，資料の統計処理に
ついては，相関分析(ピアソンの積率相関係数)
を用いた。なお，対象児の就寝時刻は，年齢と
性による二要因の分散分析の結果，交互作用・
主効果とも認められなかったため，全対象児107
名を一括して統計処理を行ったO
2. 調査対象地域および保育所の概要
調査対象となった 2保育所のある岡山市は，
岡山県の県庁所在地である。人口は67万人を擁
し，県内の文化・交通・経済の中心都市である。
該当の保育所が存在する地域は，岡山市の西部
に位置するベッドタウンであり，世帯数10，396
戸，人口は25，121人(平成17年11月，岡山市調
べ)である。保護者は，市内の事業所や地方自
治体に勤務する者並びに市内で自営業を営む者
が大半を占めており，うち約70%が片道30分以
内の通勤圏内に居住している。
また，該当の保育所は，保育所保育指針に基
づいた保育活動を展開するとともに，乳児保育，
延長保育，一時保育および地域の子育て支援事
業も併せて実施している。すなわち，本研究に
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おける調査対象は 特別な保育特性や地域特性
を有する集団ではなく わが国の地方都市にお
いて，保育所に通う幼児と保護者のごく一般的
な生活状況を有しているものと推察される。
m.結果
1. 幼児の生活状況
回答者は，母親102名 (95.3%)，父親4名
(3.7%)，無回答 1名 (0.9%)であった。調査
対象となった幼児について，兄弟数は2.02土
0.76人(平均値土標準偏差)，祖父母との同居
状況は，同居している13名 (12.1%)，同居し
ていない93名 (86.9%)，無回答 l名 (0.9%)
であった(表1)。
幼児の睡眠の状況について，起床時刻は午前
7時4分土30分，就寝時刻は午後9時29分土40
分であった。テレピ・ピデオの視聴状況につい
ては，起床から登園までが19.8分土15.2分，降
園後から夕食前までが30分土22.6分，夕食中が
16.9分土19.1分，夕食後から就寝までが36.7分
土29.5分となり，夕食前と夕食後に平均30分程
度視聴していた。また総時間は102.0分土56.1
分という結果であった。
両親の通勤に関わる勤務状況については，母
親の帰宅時刻は午後6時土 1時間 5分，母親の
通勤時間は23.2分i:16.4分，父親の帰宅時刻は
午後8時36分i:1時間44分，父親の通勤時間は
27.0分土21.2分であったO また，夕食開始時刻
は午後7時4分土42分であった。
2. 就寝時刻とテレビ・ビデオ視聴時間との関連
幼児の就寝時刻と降園後のテレピ・ピデオ視
聴時間との関連については，夕食中の視聴時間
(r=0.214， p<0.05)，夕食後から就寝までの
視聴時間 (r二 O.250， p < 0 . 5) との間に正の
相関が認められた(表2)。
3. 就寝時刻と両親の勤務状況および夕食開始時刻
との関連
幼児の就寝時刻と両親の通勤に関わる勤務状
況との関連については，母親の帰宅時刻 (r=
0.268， p<O.Ol)，母親の通勤時間 (r=0.213，
p < 0.05) および夕食開始時刻 (r=0.502，p 
<0.01)との聞に正の相関が認められた(表3)。
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表1 幼児の生活状況並びに両親の勤務状況
分類 工百 目 内容
① 3歳児 46名 (43.0%)
年齢別人数 ② 4歳児 48名 (44.9%)
③ 5歳児 13名 (12.1%)
性別
①男児 56名 (52.3%)
基本的属性 ②女児 51名 (47.7%)
兄弟数 2.02土0.76人
①同居している 13名 (12.1%)
祖父母との同居 ②同居していない 93名 (86.9%)
③無回答 1名 (0.9%)
起床時刻 午前7時4分土30分
睡眠
就寝時刻 午後9時29分土40分
起床から登園時まで 19.8分土15.2分
降園後から夕食前まで 30.0分土22.6分
テレビ・ビデオ視聴時間 夕食中 16.9分土19.1分
夕食後から就寝まで 36.7分士29.5分
総時間 102.0分士56.1分
帰宅時刻 午後6時:1:1時間 5分
母親
通勤時間 23.2分土16.4分
両親の勤務状況
帰宅時刻 午後8時36分:1:1時間44分
父親
通勤時間 27.0分土21.2分
夕食開始時刻 午後7時4分土42分
表2 幼児の就寝時刻と降園時以降のテレビ・ビデオ視聴時間との相関
就寝時刻
就寝時刻 1.000 
降園後一夕食前 0.049 
テレビ・ビデオ
夕食中 0.214* 
視聴時間
夕食後一就寝 0.250* 
*:pく0.05，** pく0.01
N.考察
子どもの就寝時刻が遅くなった背景を概観す
ると，①乳幼児を育てながら働く女性の割合が
増加し，保育ニーズ、の多様化に伴って，保育時
聞が長くなった結果，帰宅後の生活が後ろにず
れ込んできたこと，②24時間営業のコンビニエ
テレビ・ビデオ視聴時間
降園後~夕食前 夕食中 夕食後一就寝
1.000 
0.085 1.000 
0.190 0.295** 1.000 
ンスストアや深夜営業のスーパーが増加し，夜
遅い時間帯での利用が日常化したこと，③子ど
もの生活時間内におけるテレビ・ビデオ視聴の
割合が高まり，夜遅い時間帯での利用がみられ
ること等が，その主な要因として挙げられる。
こうした社会の変化によって，夜と昼の境目が
暖昧になり，大人と子どもの生活時間の区別が
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表3 幼児の就寝時刻と両親の勤務状況および夕食開始時刻との相関
就寝時刻 母帰宅時刻 母通勤時間 父帰宅時刻 父通勤時間 夕食開始時刻
就寝時刻 1.000 
母帰宅時刻 0.268*‘l 1.000 
母通勤時間 0.213* 0.068 1.000 
父帰宅時刻 -0.071 -0.040 -0.235* 1.000 
父通勤時間 -0.067 0.059 0.326** 0.085 1.000 
夕食開始時刻 0.502ドホ 0.287** -0.042 
* : pく0.05，* pく0.01
っきにくくなったのではないかと考えられる。
鈴木ら
日々の保育活動において {保呆育者が「気になる
子」として認識する場合が多く，理由なき攻撃
性やこだわり，無表情など，情動面での発達が
懸念されるケースがあると述べている。
生活リズムの健康面への影響については，疲
労度の増大や活動性・集中力・注意力の低下に
つながる可能性があり川，ひいては学童期や
思春期の不定愁訴やストレス，睡眠障害，不登
校や生活習慣病等との関連についても指摘され
ている9)一同。さらに，幼児期の睡眠習慣は，児
童期以降も継続することは)が報告されており，
幼児期における望ましい習慣形成の意義は極め
て大きいと考えられる。
近年の幼児の生活調査においては，親の就寝
時刻が遅いと子どもの就寝時刻も遅いこと的
保育所児の方が幼稚園児に比べて就寝時刻が遅
いことr日川5)鴻が宝指摘されてきたO しかし，母親がフ
ルタイムで働く場合の子どもの生活背景につい
ては未だ検討されておらず，共働き世帯が専業
主婦世帯を上回る今日の状況下川lこおいては，
親の帰宅時刻・通勤時間も含めて，家庭生活の
実態をより詳細かつ具体的に把握する必要があ
る。
本研究では，幼児の就寝時刻を規定する背景
要因として，まず降園後のテレピ・ピデオ視聴
時間との関連について検討した。その結果，夕
食中および夕食後から就寝までの視聴時間と幼
児の就寝時刻との聞に弱い正の相関関係が認め
られた。すなわち，これらの時間帯におけるテ
レピ・ビデオ視聴の時間を調整することによ
り，就寝時刻を早められる可能性が示唆された。
-0.017 -0.054 1.000 
次に，幼児の就寝時刻と両親の通勤に関わる
勤務状況並びに夕食開始時刻との関連につい
て，母親の帰宅時刻，母親の通勤時間，夕食開
始時刻との間に有意な相関関係が示された。さ
らには，母親の帰宅時刻と夕食開始時刻との間
においても有意な相関関係が認められ，幼児の
就寝時刻に対しては，母親の帰宅時刻との関連
が強いことが明らかとなった。中でも，夕食開
始時刻との相関が高いことから，育児期におい
ては，少しでも早めの帰宅を心がけるとともに，
季節によっては入浴を先に行ったり，父親の家
事・育児への協力を求めたりするなどの工夫が
求められよう。
一方，父親の帰宅時刻は平均午後8時36分で
あり，母親の帰宅時刻とは 2時間30分以上の差
が認められた。父親の帰宅時刻の累積度数分布
をみると，午後7時までが21.8%，午後8時ま
では41.4%，午後9時までの帰宅は67.8%とい
う結果であった(表4)。夕食開始時刻が午後
7時4分であり，調査対象者の86.9%が祖父母
と同居していないことから，半数以上の家涯で
表4 父親の帰宅時刻の累積度数分布
(N=87) 
帰宅時刻 度数 累積度数
午後7時まで 19名(21.8%) 19名(21.8%) 
午後8時まで 17名(19.5%) 36名(41.4%) 
午後9時まで 23名(24.6%) 59名(67.8%) 
午後10時まで 15名(17.2%) 74名(85.1 %) 
午後11時まで 7名(8.0%) 81名(93.1 %) 
午後12時まで 6名(6.9%) 87名(100.0%)
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は，母親が急いで職場から帰宅後，一人で夕食
の準備をし，子どもに食事をさせ，入浴の世話
をし，就寝準備をするという親子ともに時間的
ゆとりのない家庭生活をしていることが推察さ
れた。
わが国における育児期にある父親の残業頻度
が，週4回以上が57.2%17)，週60時間以上就業
する父親が約23%同)という実態では，父親が子
育てに直接関わることは極めて困難であり，子
どもの遅寝の原因の 1つになっているものと思
われる。ベネッセの調査報告別lこも示されてい
るように，帰宅が早い父親ほど子どもの面倒を
よくみており，午後7時台に帰宅する父親では，
子どもの入浴(69.4%，午後8時台帰宅34.5%)， 
子どもを寝かしつける (35.5%，同21.8%) な
どの世話ができる割合が，それ以降に帰宅する
父親に比べ，比較的高くなっている。
子どもを寝かしつけるためには，入眠儀式加)
という一定の順序と，ある程度の時間的ゆとり
が必要であることから，家庭内においては夫婦
の協力が不可欠であり，またそれを実行できる
ような両親の育児時聞が確保されているかどう
かを吟味しなければならない。幼児期は，基本
的生活習慣(睡眠・排j世・食事・着脱衣・清潔)
の形成期21)であり，一つひとつの生活行動を反
復し，徐々に自分でできるように習慣化するプ
ロセスが，家庭生活の中に位置づいている必要
がある。
平成16年12月，政府の少子化社会対策会議で
決定された「少子化社会対策大綱に基づく重点
施策の具体的実施計画について(子ども・子育
て応援プラン)}勺こは，男女ともに子育ての責
任を果たしつつ就業できる環境づくりが調わ
れ，男性を含めた働き方の見直しが明示されて
いる。そして，国民の目線に立った具体的な指
標 (f育児期に長時間就業する者の割合J，f男
性の家事・育児時間割合J)の提示が検討され
ている。同プランの目標の 1つである「子ども
が健康に育つ社会」を実現するためにも，育児
の視点に立った労働環境の整備とサポート体制
の充実が求められるであろう。
本研究では，幼児の遅寝に関連する要因を，
両親の帰宅時刻と降園時以降のテレビ・ビデオ
の視聴時間に求めた。今後は，両親の労働環境
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の実態をさらに詳細に把握するとともに，深夜
型スーパーやコンビニエンスストアの利用状
況，外食の利用頻度，入浴開始時刻等との関連
についても併せて検討していきたい。
V.まとめ
幼児の就寝時刻と両親の帰宅時刻，通勤時間，
夕食開始時刻，さらには，降園時以降のテレビ・
ビデオの視聴時間との関連について明らかにす
るために，保育所に通所する 3歳から 5歳の幼
児を持つ保護者138名を対象として，生活時間
調査を実施した O その結果，
(1) 降園時以降のテレビ・ビデオの視聴状況
は，降菌後から夕食前までの視聴が30.0分，
夕食中が16.9分，夕食後から就寝までが
36.7分という結果であった。
(2) 両親の通勤に関わる勤務状況について
は，母親の帰宅時刻は午後6時，母親の通
勤時間は23.2分，父親の帰宅時刻は午後8
時36分，父親の通勤時間は27.0分であった。
また，夕食開始時刻は午後7時4分であっ
た。
(3) 幼児の就寝時刻と降園後のテレビ・ピデ
オ視聴との関連については，夕食中の視聴
時間および夕食後から就寝までの視聴時間
との聞に正の相関関係が認められた。
(4) 両親の通勤に関わる勤務状況との関連に
ついては，母親の通勤時聞が長いほど，ま
た，母親の帰宅時刻並びに夕食開始時刻が
遅いほど幼児の就寝時刻も遅くなってい
た。
以上より，夕食中および夕食後から就寝まで
のテレビ・ビデオの視聴時間を調整することに
より，幼児の就寝持刻を早められる可能性が示
唆された。さらに，幼児の就寝時刻には，母親
の帰宅できる時間的条件並びに夕食開始時刻が
関与することが明らかとなった O
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